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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
静
南
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
４
４
０
Ｙ

【
作
者
名
】

　
鳴
海

【
あ
ら
す
じ
】

　
静
南
高
校
で
出
会
っ
た
朝
倉
隼
人
と
村
沢
薫
。
終
生
の
ラ
イ
バ
ル
と
呼
ば
れ
、

日
本
バ
ス
ケ
界
を
大
き
く
動
か
す
２
人
が
辿
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
と
は
…
。

※
ス
ト
ー
リ
ー
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
す
が
、
若
干
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク
と
内
容
が
被
り

ま
す
。
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バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

静
南
高
校

「
う
お
っ
、
で
け
え
…
」

「
俺
た
ち
と
同
じ
１
年
か
？
」

埼
玉
県
の
静
南
高
校
。
こ
こ
で
入
学
式
を
終
え
、
１
人
の
新
入
生
が
注
目
を
集

め
て
い
た
。

朝
倉
隼
人

中
学
ま
で
北
海
道
の
バ
ス
ケ
部
に
在
籍
し
て
い
た
が
、
父
親
の
仕
事
の
都
合
に

よ
り
埼
玉
に
引
っ
越
し
て
き
た
。

朝
倉
（
バ
ス
ケ
部
あ
る
よ
な
…
）

朝
倉
が
掲
示
板
の
前
で
立
ち
止
ま
る
。

“
バ
ス
ケ
部
、
王
者
東
王
に
完
敗
。
ま
た
も
や
八
強
の
壁
破
れ
ず
”
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朝
倉
「
お
っ
、
バ
ス
ケ
部
か
。
し
か
も
八
強
っ
て
結
構
強
い
の
か
？
」

村
沢
「
強
い
よ
」

背
後
か
ら
声
。
朝
倉
が
振
り
返
る
。
そ
こ
に
は
短
髪
で
端
整
な
顔
立
ち
を
し
た

長
身
の
男
が
立
っ
て
い
た
。

村
沢
「
キ
ャ
プ
テ
ン
で
セ
ン
タ
ー
を
務
め
る
二
階
堂
さ
ん
、
精
密
機
械
の
よ
う

な
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
誇
る
如
月
さ
ん
、
ス
ピ
ー
ド
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
金
村

さ
ん
。
こ
の
３
人
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
力
な
ん
だ
け
ど
、
控
え
の

選
手
層
が
薄
い
の
が
ベ
ス
ト
８
に
甘
ん
じ
て
い
る
原
因
さ
」

朝
倉
「
え
え
っ
と
…
」

村
沢
「
あ
あ
、
す
ま
な
い
。
５
組
の
村
沢
薫
っ
て
い
う
ん
だ
。
も
し
か
し
て
埼

玉
出
身
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」

朝
倉
「
２
組
の
朝
倉
隼
人
だ
。
中
学
ま
で
北
海
道
に
い
た
ん
だ
け
ど
、
親
の
都

合
で
埼
玉
に
来
た
ん
だ
。
村
沢
く
ん
は
ど
う
し
て
こ
の
学
校
に
？
」

村
沢
「
薫
で
い
い
よ
。
二
階
堂
さ
ん
は
中
学
の
頃
の
先
輩
で
ね
、
ス
カ
ウ
ト
さ

れ
て
来
た
ん
だ
。
バ
ス
ケ
部
に
入
る
つ
も
り
な
ら
、
一
緒
に
体
育
館
に
行
こ
う

ぜ
」

朝
倉
「
あ
あ
、
分
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
な
、
薫
。
俺
は
隼
人
で
い
い

よ
」

村
沢
「
分
か
っ
た
。
よ
ろ
し
く
、
隼
人
」
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入
部

体
育
館
に
向
か
っ
て
歩
く
朝
倉
と
村
沢
。
大
男
が
並
ん
で
歩
く
の
で
、
反
対
方

向
か
ら
来
る
新
入
生
は
道
を
あ
け
る
よ
う
に
避
け
て
し
ま
う
。

田
中
「
隼
人
く
ん
！
」

背
後
か
ら
何
者
か
が
朝
倉
の
肩
を
叩
く
。
朝
倉
と
村
沢
が
振
り
向
く
と
、
ポ
ニ

ー
テ
ー
ル
の
女
子
生
徒
が
立
っ
て
い
た
。

田
中
「
久
し
ぶ
り
ね
」

朝
倉
「
あ
っ
！
お
前
、
も
し
か
し
て
保
奈
美
か
！
？
」

田
中
「
う
ん
。
小
学
校
の
卒
業
式
以
来
ね
」

村
沢
「
隼
人
、
こ
の
美
人
さ
ん
は
？
」

朝
倉
「
あ
あ
、
俺
の
幼
な
じ
み
の
保
奈
美
だ
。
そ
っ
か
、
確
か
中
学
か
ら
埼
玉

に
行
く
っ
て
話
だ
っ
た
な
」

田
中
「
ふ
ふ
っ
、
入
学
式
で
隼
人
く
ん
を
見
た
時
は
び
っ
く
り
し
ち
ゃ
っ
た
。

け
ど
昔
と
変
わ
ら
ず
大
き
い
か
ら
す
ぐ
分
か
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
」

村
沢
「
村
沢
薫
で
す
。
よ
ろ
し
く
、
田
中
さ
ん
」

田
中
「
あ
っ
、
田
中
保
奈
美
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

朝
倉
「
悪
い
な
、
保
奈
美
。
俺
た
ち
、
こ
れ
か
ら
体
育
館
に
行
く
ん
だ
。
話
は

ま
た
明
日
な
」

田
中
「
そ
う
言
う
と
思
っ
た
。
バ
ス
ケ
部
に
入
部
す
る
ん
で
し
ょ
？
じ
ゃ
あ
、

私
も
一
緒
に
行
く
」

朝
倉
「
は
？
」
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田
中
の
言
葉
が
理
解
で
き
な
い
朝
倉
。

田
中
「
私
、
バ
ス
ケ
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
な
る
か
ら
」

朝
倉
「
…
は
？
」

田
中
「
さ
さ
っ
、
早
く
体
育
館
に
行
こ
う
よ
。
先
輩
た
ち
に
怒
ら
れ
ち
ゃ
う
よ
」

朝
倉
「
お
、
お
い
…
！
待
て
っ
て
…
！
」

朝
倉
と
村
沢
は
田
中
に
押
さ
れ
て
体
育
館
に
向
か
っ
た
。
そ
し
て
、
３
人
は
体

育
館
に
や
っ
て
来
た
。
も
う
ほ
と
ん
ど
の
新
入
部
員
が
集
ま
っ
て
い
る
。

朝
倉
「
も
う
結
構
集
ま
っ
て
い
る
み
た
い
だ
な
」

村
沢
「
あ
あ
、
い
い
雰
囲
気
だ
」

田
中
「
ふ
ふ
っ
、
楽
し
み
だ
ね
」

そ
こ
に
キ
ャ
プ
テ
ン
の
二
階
堂
、
副
キ
ャ
プ
テ
ン
の
相
川
が
や
っ
て
来
た
。

二
階
堂
「
お
う
、
二
階
堂
。
遅
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
。
よ
く
来
て
く
れ
た
」

相
川
「
久
し
ぶ
り
だ
な
、
村
沢
」

村
沢
「
キ
ャ
プ
テ
ン
、
相
川
さ
ん
、
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
ま
た
お
世
話
に
な
り

ま
す
」

朝
倉
と
田
中
は
二
階
堂
を
見
て
、
驚
き
を
隠
せ
な
い
。
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朝
倉
（
で
、
で
け
え
…
。
２
ｍ
は
あ
る
ん
じ
ゃ
ね
え
か
…
）

二
階
堂
「
ん
？
お
前
も
新
入
生
か
？
身
長
は
村
沢
よ
り
あ
る
が
…
。
中
学
は
ど

こ
出
身
だ
？
」

朝
倉
「
は
、
は
い
！
北
海
道
の
花
隈
中
学
出
身
で
す
！
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
！
」

二
階
堂
「
ん
、
期
待
し
て
る
ぞ
」

二
階
堂
の
視
線
が
田
中
に
移
る
。

二
階
堂
「
村
沢
、
こ
の
娘
は
？
」

村
沢
「
朝
倉
の
幼
な
じ
み
で
す
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
希
望
で
す
っ
て
」

田
中
「
は
、
初
め
ま
し
て
！
田
中
保
奈
美
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

二
階
堂
「
あ
あ
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ら
大
歓
迎
だ
。
よ
ろ
し
く
、
田
中
さ
ん
」

二
階
堂
が
手
を
叩
く
。

二
階
堂
「
よ
ー
ー
ー
ー
ー
っ
し
！
新
入
部
員
は
全
員
並
べ
！
」

一
列
に
並
ぶ
新
入
部
員
た
ち
。
前
に
は
二
階
堂
、
相
川
が
立
っ
て
い
る
。

二
階
堂
「
キ
ャ
プ
テ
ン
の
二
階
堂
剛
士
だ
。
ま
ず
は
じ
め
に
言
っ
て
お
く
。
ウ

チ
は
本
気
で
全
国
制
覇
を
目
指
し
て
い
る
。
半
端
な
者
は
い
ら
ん
。
し
っ
か
り

つ
い
て
き
て
く
れ
」
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相
川
「
副
キ
ャ
プ
テ
ン
の
相
川
で
す
。
全
国
に
行
く
に
は
君
た
ち
の
力
が
必
要

だ
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
頼
む
よ
」

二
階
堂
「
じ
ゃ
あ
ま
ず
は
お
前
た
ち
の
力
を
見
て
お
き
た
い
。
そ
こ
で
俺
た
ち

レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
お
前
た
ち
新
入
部
員
で
ゲ
ー
ム
を
し
よ
う
と
思
う
。
各
自
ス
ト

レ
ッ
チ
を
し
、
ゲ
ー
ム
に
出
る
者
は
ビ
ブ
ス
を
受
け
取
る
よ
う
に
」

相
川
「
田
中
さ
ん
、
こ
こ
に
名
前
書
い
て
る
人
に
ビ
ブ
ス
を
配
っ
て
く
れ
る
か

い
？
レ
ギ
ュ
ラ
ー
は
赤
、
新
入
部
員
は
緑
で
」

田
中
「
は
い
！
」

各
自
ス
ト
レ
ッ
チ
を
終
え
、
田
中
か
ら
ビ
ブ
ス
が
配
ら
れ
る
。

田
中
「
は
い
、
隼
人
く
ん
に
村
沢
く
ん
」

村
沢
「
あ
り
が
と
う
」

朝
倉
「
え
？
俺
、
ゲ
ー
ム
に
出
る
の
？
」

田
中
「
う
ん
。
頑
張
っ
て
ね
」

朝
倉
「
あ
、
あ
あ
…
」

村
沢
「
ま
さ
か
い
き
な
り
隼
人
と
一
緒
に
プ
レ
ー
で
き
る
と
は
ね
」

朝
倉
「
そ
う
だ
な
。
よ
ろ
し
く
頼
む
な
、
薫
」

同
じ
ゲ
ー
ム
に
出
る
他
の
１
年
生
も
集
ま
っ
た
。

原
口
「
僕
は
原
口
亮
介
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
頼
む
よ
」

大
栄
「
大
栄
圭
一
で
す
。
よ
ろ
し
く
」

若
菜
「
若
菜
伊
織
。
こ
れ
か
ら
３
年
間
、
頑
張
ろ
う
ぜ
」

朝
倉
「
あ
っ
、
俺
は
朝
倉
隼
人
。
や
る
か
ら
に
は
絶
対
勝
と
う
な
」

村
沢
「
村
沢
薫
で
す
。
よ
ろ
し
く
」
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大
栄
「
知
っ
て
る
よ
、
有
名
人
」

若
菜
「
ま
さ
か
中
学
Ｍ
Ｖ
Ｐ
の
人
間
と
同
じ
学
校
に
な
る
と
は
な
」

朝
倉
「
ち
ゅ
、
中
学
Ｍ
Ｖ
Ｐ
！
？
」

朝
倉
が
村
沢
に
目
を
向
け
る
。
微
笑
む
村
沢
。

朝
倉
（
中
学
Ｍ
Ｖ
Ｐ
…
。
そ
ん
な
す
ご
い
奴
だ
っ
た
の
か
…
）

ピ
ー
ー
ー
ー
ー
！

「
始
め
ま
す
！
」

両
軍
メ
ン
バ
ー
が
顔
を
合
わ
せ
る
。
二
階
堂
が
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
た
。

村
沢
「
隼
人
、
君
が
い
き
な
よ
」

朝
倉
「
え
？
で
も
…
」

村
沢
「
い
い
か
ら
い
い
か
ら
。
君
は
俺
よ
り
で
か
い
し
、
実
力
を
見
て
み
た
い

ん
だ
」

朝
倉
「
…
分
か
っ
た
」

朝
倉
も
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ク
ル
に
入
る
。
他
の
８
人
が
サ
ー
ク
ル
を
囲
っ
た
。



9

二
階
堂
「
朝
倉
、
遠
慮
は
い
ら
ん
。
全
力
で
か
か
っ
て
来
い
」

朝
倉
「
…
は
い
！
」
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激
突
！
レ
ギ
ュ
ラ
ー
Ｖ
Ｓ
新
入
生

審
判
が
ボ
ー
ル
を
ト
ス
。
二
階
堂
と
朝
倉
が
跳
ん
だ
。

朝
倉
「
お
っ
…
！
」

二
階
堂
「
む
！
？
」

村
沢
「
…
…
…
！
！
！
」

周
囲
が
驚
く
。

「
お
お
お
お
お
！
」

「
高
ー
ー
ー
ー
ー
い
！
」

バ
シ
イ
！

ジ
ャ
ン
プ
ボ
ー
ル
は
二
階
堂
が
僅
か
に
競
り
勝
ち
、
如
月
が
ボ
ー
ル
を
拾
っ
た
。

レ
ギ
ュ
ラ
ー
チ
ー
ム
の
ボ
ー
ル
で
試
合
開
始
。

如
月
「
あ
の
１
年
、
な
ん
て
ジ
ャ
ン
プ
し
や
が
る
…
」

金
村
「
二
階
堂
さ
ん
と
ほ
ぼ
互
角
か
よ
…
」

二
階
堂
（
朝
倉
隼
人
か
…
）
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赤
ビ
ブ
ス

４
．
二
階
堂
剛
士
（
Ｃ
）
／
３
年
／
１
９
７
ｃ
ｍ

５
．
相
川
修
一
（
Ｓ
Ｆ
）
／
３
年
／
１
７
７
ｃ
ｍ

６
．
金
村
徹
平
（
Ｐ
Ｇ
）
／
２
年
／
１
６
７
ｃ
ｍ

７
．
如
月
慧
（
Ｓ
Ｇ
）
／
３
年
／
１
８
４
ｃ
ｍ

８
．
塚
間
健
（
Ｐ
Ｆ
）
／
３
年
／
１
８
４
ｃ
ｍ

緑
ビ
ブ
ス

４
．
村
沢
薫
（
Ｐ
Ｆ
）
／
１
年
／
１
８
８
ｃ
ｍ

５
．
大
栄
圭
一
（
Ｐ
Ｇ
）
／
１
年
／
１
７
０
ｃ
ｍ

６
．
原
口
亮
介
（
Ｓ
Ｇ
）
／
１
年
／
１
７
６
ｃ
ｍ

７
．
若
菜
伊
織
（
Ｓ
Ｆ
）
／
１
年
／
１
７
８
ｃ
ｍ

８
．
朝
倉
隼
人
（
Ｃ
）
／
１
年
／
１
９
０
ｃ
ｍ

ボ
ー
ル
は
如
月
か
ら
金
村
へ
。
村
沢
が
朝
倉
に
声
を
か
け
る
。

村
沢
「
驚
い
た
よ
。
す
ご
い
ジ
ャ
ン
プ
力
だ
な
」

朝
倉
「
い
や
、
大
し
た
こ
と
な
い
よ
。
そ
れ
よ
り
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
だ
ぞ
」

村
沢
「
あ
あ
」

（
隼
人
、
彼
と
な
ら
本
当
に
…
）

金
村
が
ゆ
っ
く
り
と
ボ
ー
ル
を
つ
い
て
い
る
。
目
の
前
に
立
つ
の
は
大
栄
。

大
栄
（
金
村
さ
ん
…
。
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
Ｐ
Ｇ
…
）

金
村
「
行
く
ぜ
、
１
年
」
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金
村
、
カ
ッ
ト
イ
ン
！
大
栄
を
あ
っ
さ
り
抜
い
た
。

大
栄
（
は
、
速
す
ぎ
…
！
）

気
が
つ
い
た
ら
ゴ
ー
ル
下
。
朝
倉
が
前
に
出
て
く
る
。

ス
ッ

金
村
、
フ
リ
ー
の
二
階
堂
へ
パ
ス
。
二
階
堂
は
冷
静
に
シ
ュ
ー
ト
を
放
つ
。

バ
ス
！

「
お
お
お
お
お
！
金
村
！
」

「
キ
ャ
プ
テ
ン
！
ナ
イ
ッ
シ
ュ
！
」

バ
チ
ン
！

静
か
に
手
を
叩
く
二
階
堂
と
金
村
。
そ
し
て
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
入
る
。
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二
階
堂
「
よ
ー
ー
ー
ー
ー
っ
し
！
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
！
」

「
お
う
！
！
！
」

朝
倉
が
ボ
ー
ル
を
拾
う
。

大
栄
「
ご
、
ご
め
ん
…
」

村
沢
「
ド
ン
マ
イ
。
次
は
オ
フ
ェ
ン
ス
だ
」

１
年
チ
ー
ム
の
攻
撃
。
大
栄
が
ボ
ー
ル
を
運
ぶ
。

金
村
「
来
い
や
、
１
年
」

大
栄
（
朝
倉
で
い
く
か
？
い
や
、
ま
ず
は
や
っ
ぱ
り
…
）

大
栄
、
ハ
イ
ポ
ス
ト
付
近
へ
パ
ス
。
ボ
ー
ル
は
村
沢
に
渡
っ
た
。

「
村
沢
！
」

「
村
沢
だ
！
」

村
沢
が
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
瞬
間
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
チ
ー
ム
の
目
つ
き
が
変
わ
っ
た
。

如
月
（
村
沢
…
）

二
階
堂
（
成
長
し
た
と
こ
ろ
を
見
せ
て
み
ろ
、
村
沢
）
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村
沢
、
ド
ラ
イ
ブ
！
こ
ち
ら
も
あ
っ
さ
り
塚
間
を
抜
い
た
。

塚
間
（
え
…
！
？
）

朝
倉
「
…
…
…
！
！
！
」

相
川
が
ヘ
ル
プ
に
入
る
。
村
沢
は
こ
れ
も
抜
い
て
シ
ュ
ー
ト
を
放
っ
た
。

ザ
シ
ュ
！

「
村
沢
！
い
き
な
り
決
め
た
ぞ
！
」

「
相
川
さ
ん
と
塚
間
さ
ん
を
相
手
に
！
」

如
月
「
二
階
堂
、
お
前
の
言
っ
て
た
通
り
だ
。
本
物
だ
な
、
奴
は
」

二
階
堂
「
ふ
っ
、
ま
だ
ま
だ
。
あ
い
つ
は
あ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
な
い
ぞ
？
」

朝
倉
は
村
沢
の
プ
レ
ー
を
見
て
鳥
肌
が
立
っ
て
い
た
。

朝
倉
（
薫
…
。
こ
れ
が
中
学
Ｍ
Ｖ
Ｐ
の
実
力
…
。
こ
い
つ
と
３
年
間
、
一
緒
の

学
校
で
プ
レ
ー
で
き
る
な
ん
て
…
！
）
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

静南高校バスケットボール部
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